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目的としている。本論文は以下の 1 0 章より構成されている。
第一章では，本研究の目的と意義について述べている。









第五章では，粒界性格を対応粒界理論で用いられているよ値lとより評価し，乙の値をE C P ( E 1 ec tron 


















(1) 白銅および、アノレミニウム青銅は 700 K近傍で粒界脆化し，さらに高温で動的再結晶する中間温度脆
性を生じることを見出している。










期粒径 100Jl mについて一回の時効と再固溶化サイクルで=結晶粒径が 1/5 以下になる乙とを実証して
いる。
以上のように，本論文は銅合金の高温破壊および析出における結晶粒界の役割に関し，多くの新しい知
見を得ており，材料工学の発展に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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